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電 国四友

電
友
会
の
皆
様

ヘ
高
知
電
気
通
信
部
長

木
　
下
　
光

　

一

今
年
五
月
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の

一
日
、
家
族
連
れ
で

山
菜
採
り
が
て
ら
、

高
知
県
下
の
物
部
村

に
、
有
澤

一
郎
元
高

知
電
気
通
信
部
長
の

殉
職
追
悼
慰
霊
碑
を
お
と
ず
れ
、
花
を
供
え
て
き
た
。

皆
様
ご
記
憶
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
故
有
澤

氏
は
、
第

一
次
五
か
年
計
画
期
間
中

の
昭
和
三
十

一

年
六
月
二
十
日
、
伝
送
路
拡
充
の
た
め
の
無
線
中
継

所
敷
地
選
定
の
た
め
、
現
地
の
候
補
地
を
視
察
中
、

道
路
か
ら
車
両
も
ろ
と
も
転
落
、
殉
職
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
氏
に
は
間
も
な
く
退
職
さ
れ
、
高
知
県
副
知

事
に
就
任
が
内
定
さ
れ
て
い
た
矢
先
の
こ
と
と
て
、

公
社
内
外
か
ら
誠
に
惜
し
ま
れ
た
と
聞
き
及
ん
で
い

ま
す
。

私
自
身
、
有
澤
氏
と
は
直
接
面
識
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
現
在
東
京
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
御
子
息
と
は
親

し
い
間
柄
で
あ
り
、
碑
を
前
に
こ
こ
ろ
か
ら
哀
悼
の

意
を
表
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
現
地
を
訪
れ
て
み
ま
す
と
、
道
路
は
す

っ
か

り
良
く
な

っ
て
お
り
、
と
て
も
耳
に
し
て
い
た
当
時

を
想
像
で
き
な
い
状
況
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
以

前

（約
十
五
年
前
）
四
国
通
信
局
勤
務
の
と
き
、
高

知

。
松
山
間
の
国
道
三
三
号
線
が
悪
路
で
有
名
で
あ

っ
た
こ
と
も
含
め
、
管
内
の
道
路
事
情
の
大
巾
な
改

）

善
に
は
、
当
時
を
知
る
者
に
と

っ
て
は
目
を
見
は
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

事
は
道
路
の
み
な
ら
ず
、
通
信
は
さ
ら
に
顕
著
で

あ
り
ま
す
。
十
五
年
前
当
時
に
お
い
て
も
電
話
の
新

規
架
設
は
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
そ
の
た
め
有
放
が
蔓

延
し
、
四
国
管
内
の
電
話
十
三
万
に
対
し
、
有
放
三

十
万
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
市
外
通
話
に
つ

い
て
も
手
動
式
局
が
多
く
、
外
集
に
よ
る
待
時
通
話

の
そ
通
改
善
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

公
社
発
足
以
来
有
澤
先
輩
の
尊
い
犠
牲
や
先
輩
諸

兄
の
引
き
続
く
御
努
力
で
公
社
事
業
も
大
中
に
改
善

さ
れ
、
高
知
県
下
の
状
況
で
み
て
、
加
入
電
話
の
普

及
率
は
全
国
平
均
を
大
中
に
上
廻
り
、
五
十

一
年
度

末
二
九

・
八
と
な

っ
て
お
り
、
特
に
公
衆
電
話
に
つ

い
て
は
七

。
二
で
全
国
平
均
の
約
六

。
四
に
比
し
目

立

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
申
し
込
め
ば
す
ぐ

つ
く

電
話
」
に
つ
い
て
も
高
知
局
で
は
二
週
間
以
内
、
そ

の
他
の
自
動
局
で
は
概
ね

一
か
月
以
内
の
滞
留
月
数

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
ケ

ー
ブ

ル
の
地
下
化
、
多

ル
ー
ト
化
、
局
舎
等
の
防
水

対
策
等
着
々
と
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
効
果

は
昨
年
の
十
七
号
台
風
の
際
に
も
十
分
あ
ら
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

今
後
は
地
域
事
情
を
勘
案
し
、
こ
れ
ら
の
よ
り

一

層
の
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
収
支
の
改
善
、
地

集
の

一
般
電
話
化
等
の
過
疎
地
対
策
、
福
祉
電
話
の

充
実
に
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
た
い
Ｌ
考
え
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
通
信
事
業
発
展
の
推
進
力
と
な
ら
れ
た

会
員
の
皆
様
に
深
く
敬
意
を
表
し
、
ま
た
、
日
頃
か

ら
の
格
別
の
御
援
助
と
御
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
な
に
か
と
御
指
導
を
お
願
い

申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

先
輩
皆
様
方
の
愛
読
さ
れ
る
こ
の
誌
面
に
、
拙
稿

を
載
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
く

光
栄
に
存
じ
ま
す
。

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
御
健
康
と
御
活
躍
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

四
国
の
電
信
電
話

拡
充
計
画
に
つ
い
て

四
国
電
気

通
信

局
文
書

広
報

課

昭
和
五
十
二
年
度
は
第
五
次
五
か
年
計
画
の
最
終

年
度
で
す
。
昭
和
五
十
二
年
度
の
拡
充
計
画
は

「
申

し
込
め
ば
す
ぐ

つ
く
電
話
」
の
実
現
と
電
話
の
需
給

均
衡
に
必
要
な
設
備
を
整
備
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

さ
ら
に
電
信
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
は
か
る
こ
と

に
重
点
を
お
い
て
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◎

一
般
加
入
電
話

八
四
、
○
○
○

（昨
年
度

一
〇
〇
、
○
○
○
）

愛
媛
二
九
、
○
○
○

香
川
三
二
、
○
○
○

徳
島

一
五
、
○
○
○

高
知

一
八
、
○
○
○

五
十
二
年
度
末
に
は
自
動
式
局
の
電
話
は
申
し

込
ん
で
か
ら
お
お
む
ね

一
か
月
以
内
に
架
設
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
五
十
二
年
度
末
の
加

入
電
話
数
は
約

一
二
五
万
加
入
、　
一
〇
〇
人
当
り

三
〇

・
五
加
入

（昨
年
度
二
八

・
五
加
入
）
の
普

及
と
な
る
見
込
み
ぃて
す
。
ま
た
住
宅
用
電
話
の
占

め
る
割
合
は
約
六
三
％

（昨
年
度
六

一
・
八
％
）

に
な
る
予
定
で
す
。

◎
公
衆
電
話

プ

ッ
シ
ュ
式

一
〇
〇
円
公
衆
電
話
五
五
〇
個
、

）
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・
）

街
頭
公
衆
電
話

一
〇
〇
〇
個
な
ど
、
終
日
利
用
可

能
な
公
衆
電
話
を
中
心
に

一
六
〇
〇
個

（昨
年

一

五
七
五
個
）
を
増
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
五
十

二
年
度
末
の
公
衆
電
話
数
は
約
二
六
二
〇
〇
個
と

な
り
、　
一
〇
〇
〇
人
当
り
六

。
四
個

（昨
年
度
六

。
○
個
）
の
普
及
と
な
り
ま
す
。

◎

Ｐ

　

Ｂ

　

Ｘ

公
社
設
置
を
希
望
さ
れ
る
も
の
に
は
す
べ
て
応

じ
る
こ
と
と
し
内
線
電
話
機
二
〇
〇
〇
個

（昨
年

度
四
五
〇
〇
個
）
の
販
売
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◎
テ
レ
ッ
ク
ス

二

一
〇
個
を
販
売
し
ま
す
。

（昨
年
度
二
六
〇
個
）

◎
プ

ッ
シ

ュ
ホ
ン

九
三
〇
〇
個
を
販
売
し
ま
す
。

（昨
年
度
八
〇
〇
〇
個
）

◎
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
ン

・
親
子
電
話

五
三
二
〇
〇
個
を
販
売
し
ま
す
。

（昨
年
度
四
五
四
〇
〇
個
）

◎
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

一
六
〇
〇
個
を
販
売
し
ま
す
。

（昨
年
度

一
〇
〇
〇
個
）

◎
電
話

フ
ァ
ッ
ク
ス

一
〇
〇
個
を
販
売
し
ま
す
。

（昨
年
度

一
〇
〇
個
）

◎
デ
ー
タ
通
信

販
売
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
二
五
端
末

（昨
年
度
三
〇
）、
科
学
技
術
計
算
シ
ス
テ
ム
サ
ー

ビ
ス

一
〇
端
末

（昨
年
度

一
〇
）
を
販
売
し
ま
す
。

◎
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル

二
五
〇
〇
個
を
販
売
し
ま
す
。

（昨
年
度
四
九
〇
〇
個
）

◎
ダ
イ
ヤ
ル
化

五
十
二
年
度
中
に
ダ
イ
ヤ
ル
化
す
る
委
託
局
は

次
の
と
お
り
で
す
。

愛
媛
　
予
子
林
、
串
、
魚
成
、
城
川
、
高
川
、

遊
子
谷
、
御
槙
、
奥
南

（八
局
）

香
川
　
一局
見
島
、
佐
柳
、
志
々
島
、
五
名
、
多

和

（五
局
）

徳
島
　
清
水
（　
一
宇
、
西
祖
谷
、
東
祖
谷
、
阿

南
伊
島

（
五
局
）

高
知
　
仁
淀
、
長
者
、
橘
、
松
原
、
十
和
、
十

川
、
口
屋
内
、
古
満
日
、
母
島

（九
局
）

以
上
の
結
果
、
四
国
の
ダ
イ
ヤ
ル
化
率
は
九
九

・

七
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
な
お
香
川
県
は
、

四
国
の
ト
ッ
プ
を
き

っ
て
ダ
イ
ヤ
ル
化
率

一
〇
〇
％

と
な
り
ま
す
。

◎
伝
　
送
　
路

松
山
～
高
松
間
な
ど
の
マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ
回

線
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

電

退

連

総

会

開

催

電
電
公
社
退
職
者
団
体
連
合
会
の
第
八
回
総
会
が

去
る
三
月
四
日
東
京
都
千
代
田
区
東
商
ビ
ル
ス
カ
イ

ル
ー
ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
泉
会
長
が

出
席
し
た
。

総
会
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
お
よ
び
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
の
審
議
を
行
な

っ
た
。

な
お
、
電
退
連
の
法
人
化
問
題
に
つ
い
て
は
検
討

の
結
果
当
分
見
送
る
こ
と
と
な

っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
度
事
業
計
画

本
会
は
会
員
相
互
の
連
絡
親
交
を
密
に
し
、
電
電

公
社
退
職
者
の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
を
図
り
、

あ
わ
せ
て
電
信
電
話
事
業
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
会
の

目
的
達
成
の
た
め
、
本
年
度
に
お
い
て
は
特
に
下
記

）施
策
の
推
進
を
図
る
も
の
と
す
る
．

一
　

恩
給

・
共
済
年
金
受
給
者
の
処
遇
改
善
に
関
し
、

前
年
度
に
引
き
続
き
関
係
方
面
に
陳
情
運
動
を
展

開
す
る
。
こ
れ
が
為
必
要
あ
る
と
き
は
僚
友
団
体

と
緊
密
な
連
繋
を
と
る
の

一
一　
共
済
年
金
が
上
薄
ド
厚
的
に
改
正
さ
れ
る
に
伴

い
年
金
額
改
訂
通
知
書
に
は
、
そ
の
計
算
の
基
礎

と
な

っ
て
い
る
俸
給
の
額
を
記
載
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

〓
一　
恩
給

・
共
済
年
金
受
給
者
が
支
給
機
関
か
ら
要

求
さ
れ
る
戸
籍
に
関
す
る
証
明
に
つ
い
て
地
方
自

治
体
が
条
例
等
に
よ
り
無
料
で
証
明
し
て
い
る
場

合
は
当
該
証
明
書
を
も

っ
て
足
り
る
よ
う
改
善
方

要
望
す
る
。

四
　
生
存
者
叙
勲

の
範
囲
拡
大

に

つ
い
て
要
望
す

フ
０
．

五
　
現
行
医
療
共
済
制
度
の
下
で
は
、
部
内
医
療
機

関
の
な
い
地
域
で
は
そ
の
恩
恵
に
浴
し
難
い
の
で
、

こ
の
救
済
案
に
つ
き
引
き
続
き
検
討
す
る
。

△

電
友
会

四
国
連
合
会

理
事
会

開

催

昭
和
五
十

一
年
度
第
四
回
理
事
会
を
去
る
二
月
三

十
日
四
国
電
気
通
信
局
別
棟
会
議
室
で
開
催
し
、
会

務
運
営
に
つ
き
左
記
事
項
を
協
議
し
た
。
な
お
議
事

に
は
い
る
前
、
新
任
の
Ｉ
藤
通
信
局
長
か
ら
ご
あ
い
さ

つ
と
公
衆
電
気
通
信
法
の
改
正
に
至
る
ま
で
に
払
わ

れ
た
会
員
各
位
の
側
面
的
な
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
の
お
言
葉
が
あ

っ
た
。

一　

会
務
報
告
及
び
昭
和
五
十

一
年
度
収
支
概
算
報

告
に
つ
い
て

一
一　
昭
和
五
十
二
年
度
収
支
見
込
に
つ
い
て

〓
一　
昭
和
五
十
一
年
度
共
済
年
金
の
改
善
方
向
に
つ

い
て
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四
　
昭
和
五
十
二
年
度
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

松
山
市

一
番
町
、
四
国
電
気
通
信
局
別
棟
四
階

大
会
議
室
に
お
い
て
十
月
二
十
八
日

（金
曜
日
）

午
後
二
時
に
開
催
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

△

愛

媛
電

友
会

役
員
会

開

催

昭
和
五
十
二
年
度
第

一回
役
員
会
を
去
る
四
月
二

十
五
日
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
電
気
通
信
共
済
会
四

国
支
部
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
審
議
を
行
な

（．
た
。

一　

会
務
報
告

（
五
十

一
年
十
月
か
ら
五
十
二
年
三

月
ま
で
）
及
び
五
十
二
年
度
会
費
収
納
状
況
に
つ

い
て

二
　
五
十
二
年
度
収
支
見
込
に
つ
い
て

〓
一　
五
十
二
年
度
収
支
見
込
に
つ
い
て

四
　
第
十
六
回
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

十
月
二
十
九
日

（土
曜
日
）
午
前
十
時
ホ
テ
ル

奥
道
後

に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
。

五
　
事
務
担
当
者
の
委
嘱
に
つ
い
て

△

第

八

回
を
迎
え
た
南

予
電

友
会

総
会

故
玉
井
利
満
さ
ん
が
病
床
で
、
谷
脇
市
太
郎
氏
と

私
に
向

っ
て

「
南
予
電
友
会
総
会
を
は
じ
め
て
第
七

回
の
総
会
を
迎
え
て
お
り
な
が
ら
こ
ん
な
体
に
な
り

出
席
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
お
二
人
の
力

で
ど
う
か
開
催
し
て
く
れ
。
そ
し
て
八
回
、
九
回
と

絶
え
る
こ
と
な
く
総
会
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
云
わ

れ
た
の
は
昨
日
の
よ
う
に
思
う
が
早

一
ケ
年
の
歳
月

が
流
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

故
人
の
遺
志
を
受
継

い
で
、
今
年
も
去
る
五
月
七

日
、
宇
和
島
市
の
二
島
会
館
で
第
八
回
南
予
電
友
会

総
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
五
十
七
名
の
会
員
の
う
ち

三
十
二
名
の
出
席
が
あ
り
、
賑
や
か
な

一
日
と
な
りヽ

ま
し
た
。

地
元
宇
和
島
報
話
局
よ
り
は
、
ご
多
忙
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
富
山
局
長
を
は
じ
め
話
運
課
長
、
庶
務
課

長
、
庶
務
係
長
の
ご
出
席
が
あ
り
、
公
社
の
現
状
な

ら
び
に
宇
和
島
の
電
話
状
況
等
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
う
え
宇
和
島
、
御
荘
、

宇
和
、
八
幡
浜
、
大
洲
の
各
局
長
よ
り
格
別
の
ご
援

助
を
い
た
だ
き
、
退
職
後
ま
で
も
我

々
に
対
し
て

ご
配
慮
い
た
だ
く
電
電
公
社
の
ご
厚
情
に
た
だ
た
だ

感
激
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

ま
た
こ
の
席
に
故
玉
井
利
満
氏
夫
人
も
特
に
ご
来

席
下
さ
っ
て
故
人
の
生
前
に
対
す
る
親
交
に
感
謝
の

言
葉
が
あ
り
、
さ
ら
に
大
正
十
年
頃
宇
和
島
局
の
交

換
を
し
て
い
た
方
々
が
こ
の
会
に
共
鳴
さ
れ
九
名
も

の
多
数
が
出
席
し
て
下
さ

っ
た
こ
と
は
主
催
者
と
し

て
誠
に
光
栄
で
あ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
れ
か
ら
後
も
玉
井
さ
ん
の
ご
遺
志
を
継
い

で
こ
の
会
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
ゆ
く
こ
と
を
誓
い
、

不
肖
私
に
世
話
人
代
表
の
指
名
が
あ
り
お
引
受
け
す

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
こ

の
会
の
永
続
と
発
展
に
努
力
致
す
所
存
で
お
り
ま
す
。

何
卒
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
援
助
を
お
願
い
す
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

（愛
媛
電
友
会
南
予
地
区
代
表
　
大
森
　
勇
）

春

の
叙
勲

に

つ
い

て

昭
和
五
十
二
年
春
の
叙
勲
に
左
記
の
方
々
が

多
年
に
わ
た
り
電
信
電
話
事
業
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
私

共

一
同
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
　
羽
藤
榮
市
殿
象
「
治
）

勲

七

等

宝

冠

立早
　
岡
崎
花
子
殿
書
同
知
）

〇

年

全

速

報

昭
和
五
十
二
年
度
の
恩
給

・
共
済
年
金
改
訂
に
つ

い
て
は
政
府
案
通
り
衆

。
参
両
院
を
全
会

一
致
で
通

過
し
、
恩
給
に
つ
い
て
は
四
月
二
十
日
法
律
第
二
十

六
号
で
公
布
さ
れ
、
共
済
年
金
に
つ
い
て
も
目
下
法

律
の
公
布
手
続
中
で
す
。
　
⌒
五
月
二
十

一
日
）

従

っ
て
公
務
員
給
与
の
改
善
に
伴
う
恩
給

。
共
済

年
金
の
増
額
措
置
は
四
月
か
ら
、
そ
の
他
の
新
規
改

善
措
置
は
八
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
精
算
支
給
は
九
月
期
支
給
と
な
る
予
定
で
す
。

○

電
気

関

係
功
労
者

の
表
彰

去
る
二
月
二
十
五
日
の
電
灯
九
九
周
年
電
気
記
念

目
に
満
八
十
才
以
上
の
電
気
関
係
功
労
者
と
し
て
次

の
方
々
へ
、
社
団
法
人
日
本
電
気
協
会
か
ら
感
謝
状

お
よ
び
記
念
品

（大
木
盃
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

こ
と
に
お
め
ぃて
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

片

岡
　
時

正
殿

（
高
知
）

川

村
　
重

威
殿

（佐
川
）

仙

石
　
菊

馬
殿

一
尚
知
）

三
津
山
勘
三
郎
殿

（松
山
）

山
口
　
常
次
郎
殿

（大
洲
）

表
紙

の
こ
と
ば

二里
　
心

　

　

荘
野

丹
秀
（内
海
）

げ
ん
ご

ろ
と
お
た
ま
じ

ゃ
く
し
を
画

て
見
ま

し
た
。
私

の
子
供

の
こ
ろ
は
小
川
の
流
れ
が
う

つ
く
し
く
お
た
ま
じ

ゃ
く
し
を
す
く

っ
て
ビ

ン

の
な
か

に
入
れ
川
魚
で
も
と

っ
た
よ
う
な
気
持

に
な

っ
て
友
達
と
夕
焼
雲
が
消
え
る
ま
で
遊
ん

だ
も

の
で
し
た
。

-4-



第19号 電 国四友

特

集

私

の

健
康
で
長
生
き
し
ま
し
ょ
う

宇
田
　
芳
子

ｔ
口同
知
）

明
治
の
末
期
に
産
湯
を
使

っ
て
こ
の
出
に
生
を
受

け
た
私
。
人

一
倍
暑
が
り
や
の
寒
が
り
や
で
す
が
、

去
年
の
冬
は
お
蔭
様
で
医
者
の
円
を
く
ぐ
ら
ず
に
越

し
ま
し
た
が
、
む
し
署
い
夏
に
な

っ
た
ら
夏
ば
て
を

ど
う
防
ご
う
か
と
今
か
ら
気
を
も
ん
で
お
り
ま
す
。

健
康
法
と
い
う
程
の
事
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

分
の
好
き
な
物
を
食
べ
、
好
き
な
趣
味
を
生
か
す
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
日
下
の
と
こ
ろ
花
を
造
る
こ
と

と
人
形
造
り
が
私
の
性
に
あ

っ
て
い
る
の
で
精
を
出

し
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
老

い
は
足
か
ら
と
云
わ

れ
ま
す
の
で
、

歩
く
こ
と
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
、
食
事
も
高
価
な

も
の
を
食
べ
な
い
で
新
鮮
な
野
菜
食
、
寝
る
前
と
起

き
た
時
は
卜
分
間
ぐ
ら
い
軽
い
体
操
、
今
日

一
日
を
元

気
で
頑
張
ろ
う
と
自
分
に
言
い
聞
か
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

退
職
し
て
か
ら
は
や
九
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。
電
友

会
の
総
会
、
春
の
懇
親
会
、
忘
年
会
、
女
子
む

つ
み

会
に
と
欠
か
さ
ず
出
席
し
、
よ
き
友
と
の
出
合
に
倖

せ
を
感
じ
話
に
花
を
咲
か
せ
、
老
を
忘
れ
て
楽
し
い

一
日
を
す
ご
す
事
も
健
康
の
賜
で
し
ょ
う
。
来
月
は

北
海
道
行
き
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
八
月

一
日
、
二

日
と
今
年
は
剣
山
に
避
夏
登
山
を
し
ま
す
。
旅
行
も

好
き
で
時
折
り
気
の
あ

っ
た
友
達
を
誘
い
遊
び
に
行

き
思
い
出
に
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ま
、
お
互
に
健
康
ぃて
長
生
き
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

贅

肉

追

放
大

島

　
唯

且

（徳
島
）

桜
の
花
が
散
り
、
新
緑
の
候
と
な
り
、
暖
か
さ
が

暑
さ
に
変
り
、
太
陽
の
季
節
と
も
な
る
と
、
脳
出
血

や
交
通
事
故
を
や
っ
た
私
は
汗
に
弱
く
な
り
、
自
然

と
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
贅
肉
が

つ
き
困

っ
た
と

思

っ
て
い
た
ら
、
昨
年
、
夏
バ
テ
に
や
ら
れ
、
遂
に

九
月
に
入
院
の
憂
目
に
遇
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
今
年
の
夏
は
、
ま
ず
、
三
度
の
食
事
は

茶
碗

一
杯
ぎ
り
の
飯
で
、
野
菜
を
な
る
べ
く
多
く
採

り
、
毎
日
軽
い
体
操
と
、
午
前
と
午
後
に
約

一
時
間

散
歩
し
て
気
分
を
さ
わ
や
か
に
し
、
睡
眠
を
十
分
採

り
、
血
圧
な
ら
び
に
体
重
の
管
理
を
し
な
が
ら
過
し

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

暑

さ

凌

ぎ
伊
野
部
重
賞

全
口同
知
）

襖

一
つ
取
除
け
ば
、
た
ち
ま
ち
ぶ

っ
通
し
の
部
屋

に
な

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
田
舎
式
の
、
隙
間
だ
ら
け

の
わ
が
家
で
は
、　
エ
ヤ
コ
ン
、
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
近

代
的
施
設
は
お
よ
そ
不
適
応
、
そ
れ
に
、
年
寄
り
世

帯
の
節
約
ム
ー
ド
も
手
伝

っ
て
、
恥
し
な
が
ら
防
暑

設
備
は
全
々
整

っ
て
い
ま
せ
ん
。

従

っ
て
、
時
た
ま
、
古
く
か
ら
の
一扇
風
機
を
動
か

し
て
は
、
少
し
ば
か
り
暑
さ
に
抵
抗
し
て
み
る
も
の

の
、
す
べ
て
古
式
通
り
、
暑
さ
に
順
応
す
る
か
、
又

こ
ら
え
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
こ
と
に
な

っ
て
い

）ま
す
。

そ
こ
で
、
比
較
的
庇
が
長
く
差
出
た
旧
式
の
わ
が

家
で
は
、
木
蔭
の
冷
風
に
な
ぞ
ら
え
て
、
夏
の
間
中

は
、
殆
ど
外
見
に
こ
だ
わ
り
な
く
、
雨
戸
は
お
ろ
か

襖
も
障
子
も
、
昼
夜
明
け

っ
放
し
に
し
て
、
出
来
得

る
限
り
自
然
の
風
浴
を
と
願

っ
て
い
る
次
第
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
昼
間
、
ほ
ど
よ
く
汗
を
流
し
た
畠
仕

事
の
あ
と
、
風
呂
上
り
の

一
杯
で
、
陶
然
と
酒
中
の

愉
悦
に
浸

っ
て
い
る
間
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
暑
さ
を
忘
れ

た
境
地
に
な
れ
る
の
で
、
こ
れ
暑
さ
凌
ぎ
の
良
策
と

心
得
て
ま
す
。

私

の
夏

の
過
し

方
大

野

　

正
義

（松
山
）

夏
は
避
暑
地

へ
、
冬
は
暖
い
所

へ
な
ど
と
い
う
よ

う
な
こ
と
の
出
来
る
身
分
で
は
な
い
。
暑
さ
も
寒
さ

も
じ

っ
と
耐
え
て
良
い
時
候
に
な
る
の
を
待

つ
、
そ

れ
が
私
の
過
し
か
た
で
あ
る
。

蒼
海
に
机
を
向
け
て
裸
か
な
　
　
北
見
北
鈴

夏
は
裸
に
な
る
こ
と
だ
。
パ
ン
ツ

一
つ
に
な

っ
て

家
の
中
の
風
の
道
を
み

つ
け
て
、
風
の
無
い
日
は
仕

方
が
な
い
か
ら
扇
風
機
の
風
に
吹
か
れ
て
寝
こ
ろ
が

っ
て
い
れ
ば
天
国
で
あ
る
。

熱
き
茶
を
ふ
く
み

つ
つ
暑
に
堪
え
て
を
り

高
浜
虚
子

暑
い
か
ら
と
い
っ
て
冷
た
い
も
の
を
飲
み
過
ぎ
な

い
よ
う
に
、
寝
冷
え
を
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
よ

う

。老

に
は
老

の
適
度

の
運
動
も
必
要
で
あ
る
。
今
年

は
子
供
達
と

一
緒

に
朝

の
凍
し

い
間
の
、

ラ
ジ
オ
体

操
を
や
ろ
う
と
思

っ
て
は
い
る
が
ど
う
な
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
夏

に
は
夏

の
、
暑
け
れ
ば
暑

い
で
句

の
材

7ギ与

夏

法
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料
の
あ
る
こ
と
が
有
難
い
。

石
こ
ろ
は
炎
ゆ
る
外
な
き
極
暑
来
ぬ

河
村
吐
鬼
彦

片
陰
無
し
電
柱
の
影
さ

へ
拾
ふ大

野
　
峰
生

自

然

に

従

っ

て
岡

田
　

伝

吉

（徳
島
）

幼
年
の
頃
か
ら
釣
を
趣
味
と
し
て
お
り
ま
し
た
が

長
じ
て
か
ら
は
大
ざ
る
の
碁
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

何
れ
も
退
職
さ
れ
た
駅
長
さ
ん
の
釣
と
校
長
さ
ん
の

碁
の
挑
戦
を
交
互
に
や

っ
て
お
り
ま
す
。
年
を
取

っ

て
か
ら
の
碁
は
中
々
上
達
し
ま
せ
ん
が
、
釣
の
方
は

土
地
勘
の
あ
る
駅
長
さ
ん
の
案
内
で
昨
年
は
大
量
の

成
果
を
得
ま
し
た
。
自
転
車
の
事
で
す
か
ら
ボ
ラ
と

資
位
で
す
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
朝
早
く
ペ
タ
ル
を
踏

ん
で
目
的
地
に
向

っ
て
走
る
気
持
は
素
晴
ら
し
く
爽

快
さ
を
感
じ
ま
す
。
他
は
空
地
で
野
菜
づ
く
り
と
鉢

植
の
手
入
や
、
桃
柿
の
果
実
の
成
果
を
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。

こ
ん
な
工
合
で
特
に
消
夏
法
と
い
う
よ
う
な
事
は

な
く
、
自
然
の
ま
ま
に
す
ご
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
収
入
相
応
の
生
活
を
楽
し
む
事
が
出
来
ま
す

の
も
偏

に
通
信
養
成
所
入
り
を
私

に
勧
め
て
く
だ

さ

っ
た
方
の
お
蔭
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
電
電
公
社
の

お
か
げ
で
あ
る
と
只
々
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

わ
が
心

に
鞭
う

つ
香
川
浅
太
郎

（丸
亀
）

古
言
に

「
心
頭
を
滅
す
れ
ば
火
も
ま
た
凍
し
」
と

か
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
こ
の
よ
う
な

心
構
え
を
持

つ
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

少
し
は
製
鉄
工
や
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
等
の
こ
と
も
考）

え
て
体
を
引
き
締
め
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

夏
は
目
も
く
ら
む
よ
う
な
猛
暑
で
す
か
ら
、
海
水

浴
あ
る
い
は
樹
蔭
に
涼
を
求
め
る
の
も
結
構
で
す
が
、

室
内
に
お
い
て
も
比
較
的
涼
し
い
部
屋
で
、
そ
れ
に

風
で
も
入
れ
ば
な
お
更
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
夕
暮
れ
時
の
讃
岐
の
夕
凪
ぎ
は
ゃ

り
き
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
心
の
持
ち
よ
う
で
少
し
は

何
と
か
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て

一

風
呂
浴
び
て
冷
た
い
飲
物
で
も
う
る
お
す
と
又
生
気

を
と
り
戻
す
で
し
ょ
う
。

夏

雑
　
　
感

国
松
小
弥
太

（松
山
）

夏
が
来
る
と
思
う
こ
と
は
灼
熱
の
太
陽
の
下
海
に

山
に
ま
た
各
種

ス
ポ
ー
ツ
に
若
者
は
外
に
向

っ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
し
、
ま
さ
に
若
者
の
夏
と
い
う
印

象
を
強
く
す
る
。

お
互
い
若
い
時
代
の
体
験
を
思
い
出
す
こ
と
と
お

も
う
が
、
人
生
も
は
や
六
〇
の
半
ば
に
達
し
た
今
日

で
は
毎
年
め
ぐ
り
来
る
こ
の
夏
を
ど
う
過
ご
す
か
、

ど
う
体
調
を
整
え
健
康
を
維
持
し
て
い
く
か
、
現
実

に
立
ち
向
う
こ
と
だ
け
を
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

私
の
場
合
退
職
し
て
三
度
目
の
夏
に
な
る
が
勤
め
て

い
た
と
き
と
生
活
の
リ
ズ
ム
が
変

っ
て
き
た
の
で
現

状
に
即
し
た
健
康
法
を
考
え
て
い
る
。
年
令
を
重
ね

る
ご
と
に
体
力
の
衰
え
が
目
に
見
え
る
の
で
日
ご
ろ

健
康
体
を
自
負
し
て
い
て
も
気
持
と
身
体
が
平
衡
し

な
い
。
体
力
の
限
界
を
見
き
わ
め
疲
労
を
翌
日
に
持

ち
越
さ
な
い
こ
と
を
第

一
に
し
て
い
る
。
以
上
の
点

か
ら
消
極
的
で
は
あ
る
が
派
手
な
運
動
を
さ
け
永
続

き
す
る
軽

い
運
動
と
併
せ
て
趣
味

を
延
ば
し
、
ご

く
平
凡
で
は
あ
る
が
次
の
こ
と
を
実
施
し
て
健
康
維

持
に
つ
と
め
、
こ
の
夏
を
過
ご
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

１
　
早
寝
早
起

（睡
眠
時
間
は
七
、
八
時
間
と
る
）

２
　
毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

３
　
週
二
回

一
時
間
程
度
の
散
歩
、
同
上
ゴ
ル
フ
練

習
４
　
庭
木

・
盆
栽

・
菜
園
等
の
手
入
れ

５
　
月

一
回

ハ
イ
キ
ン
グ

（
日
帰
り
）、
夏
期
中
に
小

旅
行

（
一
泊
二
日
程
度
）

我

が
家

の
消

夏
法

黒

田
　
一昌

一

（宇
和
島
）

昔
、
現
在
の
ソ
ウ
ル
に
居
た
頃
、
宿
直
勤
務
の
夜

食
に
味
噌
う
ど
ん
と
い
う
の
が
あ

っ
た
。
中
国
語
で

ジ
ャ
ジ
ャ
め
ん
と
か
云

っ
た
が
字
は
忘
れ
た
。
中
国

製
味
噌
に
ひ
き
肉
を
入
れ
、
ド

ロ
ド
ロ
し
た
の
を
こ

れ
も
中
国
製
の
め
ん
に
か
け
た
も
の
で
汁
気
は
全
く

な
い
。
夜
半
過
ぎ
の
空
腹
を
美
味
し
く
満
た
し
、
翌

朝
は
元
気
モ
リ
モ
リ
だ

っ
た
。
現
在
の
中
華
料
理
店

に
は
見
か
け
な
い
よ
う
だ
が
、
我
が
家
で
は
夏
の
ス

タ
ミ
ナ
食
に
こ
れ
を
真
似
た
の
を
作

っ
て
い
る
。
中

国
味
噌
は
得
ら
れ
な
い
か
ら
普
通
の
味
噌
で
や
る
。

今
や
家
の
代
表
料
理
格
と
な
り
、
長
男

一
家
に
引
継

が
れ
て
い
る
。

夏
は
と
か
く
食
欲
が
衰
え
が
ち
と
な
る
。
身
体
が

ダ
ル
ク
て
は

一
汗
流
し
た
あ
と
の
涼
風
も
、
ビ
ー
ル

の
醍
醐
味
も
あ

っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
夏
の
衣
生
活
で
発
見
し
た
こ
と
が
あ
る
。

た
し
か
テ
レ
ビ
か
な
ん
か
ぃて
今
の
ヤ
ン
グ
が
や

っ
て

い
る
の
を
真
似
た
も
の
で
あ
る
。
Ｙ
シ
ャ
ツ
で
も
半

袖
で
も
現
役
当
時
は
、
ま
る
で
そ
う
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
か
の
よ
う
に
下
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ク
レ
ー
プ
を

着
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
定
年
後
は
家
に
居
る
と

き
は
こ
れ
を
や
め
て
ヂ
カ
に
着
て
み
る
と
、
こ
れ
が

意
外
に
大
変
凍
し
い
の
で
あ
る
。

）
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シ

ャ
ワ
ー

で
汗
を
流

そ
う

佐

藤
　
　

実

■
一度
）

最
近
は
、
ク
ー
ラ
ー
の
普
及
で
夏
は
ク
ー
ラ
ー
と

共
に
！
が
人
情
で
す
が
、
や
は
り
夏
ら
し
い
風
情
を

楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
わ
が
家
で
は
凍
し

い
環
境
づ
く
り
、
健
康
な
体
力
づ
く
り
を
や

っ
て
い

ま
す
。
家
の
中
の
通
風
を
よ
く
す
る
た
め
、
部
屋
の

模
様
替
え
、
夏
必
要
で
な
い
家
具
は
物
置
き
に
格
納

し
自
然
の
風
を
通
り
や
す
く
、
又
窓
辺
に
観
葉
柏
物

を
置
き
散
水
す
る
と
暑
気
を
や
わ
ら
げ
て
く
れ
る
．

体
力
づ
く
り
と
し
て

一
目
二
日
程
度
汗
を
か
い
て

い
ま
す
。
幸
い
人
を
飼

っ
て
い
る
の
で

一
日
二
回
犬

の
運
動
で
一異
山
を
か
け
廻

っ
て
び

っ
し
ょ
り
汗
を
か

き
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
で
汗
を
流
し
た
あ
と
は
実
に
爽

快
な
気
分
で
凍
し
く
な
り
ま
す
。

と
に
か
く
夏
は
暑
い
も
の
て
す
か
ら
、
自
然
の
風
、

緑
、
水
を
上
手
に
利
用
す
る
こ
と
、
適
当
な
運
動
を

し
て
汗
を
か
く
こ
と
を
実
行
し
て
、
少
し
で
も
暑
い

夏
を
凍
し
く
過
し
た
い
も
の
で
す
。

加

茂

川

通

い

高

橋
　
数

一

（西
条
）

若
い
時
か
ら
低
血
圧
気
味
の
私
は
、
夏
が
来
る
と

体
の
調
子
が
悪
く
な
る
。
過
去
に
お
い
て
何
回
か
入

院
の
経
験
が
あ
る
が
、
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
は
い

つ
も
暑
い
時
ば
か
り
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
私
は
夏
が
好
き
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の

一
つ
に
、
何
よ
り
も
楽
し
み
と
す
る
釣
り
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
冬
だ

っ
て
で
き
な
い
こ
と
も

な
い
が
、
遠
く
出
か
け
て
強
い
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
す
る
磯
釣
り
な
ど
は
、
も
は
や
老
齢
の
体
力
で

は
堪
え
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
経
済
的
な
ゆ
と
り
も
な

そ
こ
で
、
近
く
の
加
茂
川
で
ア
ュ
を
釣
る
の
だ

そ
れ
は
最
高
の
楽
し
み
で
あ
る
。

伊
予
の
青
石
で
有
名
な
加
茂
川
は
、
石
も
美
し
い

が
流
れ
も
清
れ
つ
で
あ
る
。
近
年
ア
ユ
が
激
減
し
て
、

釣
果
は
い
つ
も
貧
し
い
が
、
そ
れ
で
も
楽
し
い
。
日

に
二
度
三
度
行

っ
た
り
す
る
。
暑
さ
に
弱
い
私
だ
が
、

そ
の
悦
び
が
ど
う
や
ら
私
の
健
康
の
支
え
と
な

っ
て

い
る
よ
２
て
あ
る
。

汗

竹

島

　

一
枝

（南
国
）

老
化
が
進
ん
で
来
る
と
朝
が
早
く
な
る
。
安
眠
の

邪
魔
を
す
る
の
で
そ

っ
と
飛
行
場

へ
行
く
日
課
が
は

じ
ま
る
。
誰
も
い
な
い
。
間
も
な
く
太
陽
が
顔
を
出

す
。
雲
雀
が
鳴
く
。
朝
焼
が
美
し
い
。
空
気
が
す
ば

ら
し
く
旨
い
。
少
し
駆
け
て
み
る
。
汗
ば
む
。
正
に

初
夏
で
あ
る
。

退
職
の
三
十
六
年
は
早
ひ
と
昔
。
先
輩
、
同
僚
、

後
輩
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
今
日
ま
で
生
き
た
。

幼
か

っ
た
孫
達
も
成
長
し
て
私
の
作
物
を
褒
め
る

御
世
辞
が
な
か
な
か
上
手
に
な

っ
た
。

今
日
も
ま
た
元
気
を
出
し
て
田
圃
を
耕
し
て
汗
を

流
そ
う
。

蒔
き
終

へ
て
背
伸
の
彼
方
若
葉
萌
ゆ

老
ひ
し
葉
も
色
ど
り
そ
ろ

へ
社
桐
す
が
し

わ

か

っ
ち

ゃ
い
る
け

れ
ど

田
中

　
　
進

（伊
予
）

生
れ

つ
き
の
苦
労
性
、
た
ま
の
日
曜
日
も
朝
早
く

か
ら
ゴ
ソ
ゴ
ソ
動
き
ま
わ
る
の
で
女
房
に
は
煙
た
が

ら
れ
て
い
る
。

お
か
げ
で
、
よ
く
飲
み
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
ね
む

れ
る
の
で
無
病
息
災
、
夏
バ
テ
を
心
配
し
た
こ
と
も

）な
い
。

風
呂
あ
が
り
の

一
杯
の
ビ
ー
ル
で
昼
間
の
あ

つ
さ

を
忘
れ
、
木
枯
し
の
吹
く
冬
の
宵
、
お
で
ん
や
の
コ

ッ
プ
酒
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
、
明
日
へ
の
活
力
が
躍

動
す
る
。

ガ
ソ
リ
ン
の
く
い
す
ぎ
で
維
持
費
の
嵩
む
ポ
ン
コ

ツ
車
で
あ
る
が
、
我
が
家
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
原

付

．輪
車
？

「
女
房
い
わ
く
」
…
…
…
…
…
新
車
に
買
い
替
え

る
こ
と
も
ぃて
き
な
い
の
で
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
し
て

ガ
ソ
リ
ン
代
を
節
約
す
る
よ
う
に
し
た
ら
、
も

っ
と

長
持
ち
す
る
ワ
よ
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

夏

は

こ

う

し

て
西
山
　
政

昭

一
局
知
）

私
に
は
消
夏
法
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
元
気
な

お
蔭
で
、
毎
年
冷
凍
機
の
運
転
に
、
六

・
七

・
八

・

九
月
と
電
電
公
社

へ
勤
め
て
お
り
ま
す
。
云
え
ば
こ

れ
が
私
の
消
夏
法
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

私

の

鎖

夏

法
西
森

　
光

陽

⌒佐
川
）

今
は
昔
、
出
張
か
ら
帰

っ
て
み
る
と
、
机
の
前
に

直
径

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
爆
弾
の
穴
が
あ
い
て
い
た
。

程
な
く
し
て
、
広
島

へ
出
張
中
に
被
爆
し
た
同
僚

の
お
通
夜
。
そ
し
て
終
戦
の
玉
音
放
送
だ

っ
た
。

よ
し
、
之
で
自
分
の
都
会
生
活
は
終

っ
た
。
帰
え

り
な
ん
、
い
ざ
ふ
る
さ
と

へ
！

故
郷
で
老
父
母
を
見
送

っ
て
か
ら
、
先
祖
伝
来
の

持
ち
山

へ
造
林
を
初
め
た
。

夏
が
来
る
と
、
そ
の
山
に
這
入

っ
て
、
早
く
大
き

く
な
れ
よ
、
と
鎌
を
ふ
る
う
。
山
の
空
気
は
中
々
う

ま
い
。
七
め
ん
ど
う
臭
い
対
人
関
係
も
な
い
。

コ
ン

が い
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コ
ン
と
湧
く
岩
清
水
を
く
む
頭
上
を
、
か
す
め
る
よ

う
に
通
る
千
切
れ
雲
を
ぬ
っ
て
、
名
も
知
ら
ぬ
鳥
が

飛
び
交
う
。

日
に
依

っ
て
は
日
照
り
が
強
く
、
山
川
草
木
悉
く

が
寝
静

っ
て
い
る
よ
う
な
時
が
あ
る
。
本
当
に
良
い

題
材
だ
な
―
、
と
魅
せ
ら
れ
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ

う
で
も
な
い
と
頭
を
ひ
ね

っ
て
い
る
時

″
こ
と
り
と

も
庭
木
動
か
ぬ
暑
さ
か
な
″
と
云
う
古
人
の
句
が
脳

裡
を
か
す
め
る
。
流
石
に
名
句
だ
な
―
、
所
詮
足
元

へ
も
寄
り

つ
け
な
い
。
や
め

っ
ち
ょ
け
に
な
る
。

夕
陽
が
傾
き
か
け
た
頃
、
ス
タ
ス
タ
と
家
路
に
つ

く
。
泡
の
吹
く
奴
を
ひ
っ
か
け
て
、
庭
木
に
打
ち
水

を
し
な
が
ら
、
あ
の
山
も
、
こ
の
山
も
、
息
子
た
ち

の
建
材
に
な
る
の
は
、
も
う
あ
と

一
息
だ
、
頑
張
ら

な
く

っ
ち
ゃ
ア
ー
、
と
云
う
気
塊
で
夏
を
過
す
こ
と

三
十
ケ
年
。
そ
の
お
蔭
で
か
今
日
ま
で
、
病
気
ら
し

い
病
気
を
し
た
覚
え
が
な
い
。

此
の
頃
、
各
地
の
老
人
会
に
ま
ね
か
れ
て

「
五
十
、

六
十
は
花
な
ら
雷
、
七
十
、八
十
は
花
盛
り
」
と

唄
う

の
を
良
く
耳
に
す
る
。
要
は
気
塊
だ
、
頑
張
り
だ
。

退
し
い
フ
ァ
イ
ト
で
も

っ
て
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ

て
余
生
を
飾
り
た
い
。

私

の

健

康

法
飛
騨
　
直

美

（脇
町
）

春
夏
秋
冬
、
四
季
を
通
じ
て
欠
か
さ
ぬ
私
の

「
た

わ
し
健
康
法
」
。

朝
晩
欠
が
さ
ず
、
頭
か
ら
足
の
先
ま
で
全
身
を

「
た
わ
し
」
で

マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
血

行
を
良
く
し
、
老
化
に
抵
抗
し
若
さ
を
保
ち
、
四
季

を
通
じ
て
風
邪
ひ
と

つ
ひ
か
な
い
。

そ
し
て
毎
日
を
大
切
に
し
て
、
元
気
で
明
る
く
楽

し
い
余
生
を
過
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

》

健
康

こ
そ
最
高

の
倖

せ

玉
川
　

都
夢

（松
山
）

私
に
今
何
が
関
心
事
で
あ
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、

そ
れ
は
健
康
だ
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
何
が
尊

い
か
と
言
わ
れ
れ
ば
即
座
に
健
康
と
答
え
る
で
し
ょ

う
。
元
気
で
還
暦
を
迎
え
て
早
六
歳
。
古
稀

へ
の
坂

を
登
り

つ
つ
あ
る
私
に
と

っ
て
日
々
の
健
康

こ
そ
ま

っ
た
く
有
難
く
こ
れ
に
越
す
倖
せ
は
な
い
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
公
社
在
職
中
は
じ
め
て
現
場
機
関

へ
転

出
し
、
僅
か
ニ
カ
月
で
急
性
肝
炎
に
罹
り
約
ニ
カ
月

間
死
線
を
街
往

っ
た
私
に
は
そ
の
時
健
康
の
有
難
さ

を
十
分
に
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
今
日
ま
で

健
康
保
持
こ
そ
自
分
に
与
え
ら
れ
た
最
大
の
責
務
と

肝
に
命
じ
て
過
し
て
い
ま
す
。

公
社
を
卒
業
し
第
二
の
職
場
で
も
、
ま
た
現
在
の

第
二
の
職
場
で
も
お
蔭
で
至
極
健
康
で
す
。
月
二
回

医
院
で
血
圧
や
心
臓
そ
の
他
を
診
て
貰

っ
て
い
ま
す

が
取
り
立
て
て
言
う
こ
と
は
な
い
と
云
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
身
の
健
康
に
決
し
て
過
信
を
せ
ず
年
を
考
え

不
摂
生
は
厳
に
慎
し
む
毎
日
で
す
。

就
寝
午
後
十
時
、
起
床
午
前
五
時
、
し
ば
ら
く
俳

誌
等
の
拾
い
読
み
。
六
時
半
か
ら
約

一
時
間
石
手
河

畔
の
速
歩

（
一
分
間
約

一
三
〇
歩
）
、
少
々
汗
の
出

る
速
さ
で
す
。
途
中
自
己
流
の
ラ
ジ
オ
体
操
十
五
分
、

脈
博
は

一
分
間

一
二
〇
を
越
さ
な
い
こ
と
に
気
を

つ

け
て
い
ま
す
。

（心
臓
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
た
め
）

一
汗
か
い
て
河
畔
の
木
蔭
で
上
半
身
を
拭
く
朝
の
気

持
は
素
晴
し
く
今
日

一
日
の
健
康
を
約
束
す
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
、
元
気
で
こ
の
夏
を
が
ん
ば
ろ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

健
康

管

理
は
自

分

で

谷

　
　
信
雄

一
尚
松
）

私
方
で
は
、
夏
と
い
っ
て
も
特
別
な
健
康
維
持
の

方
法
は
と

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
四
季
を
通
じ
毎
日
毎

日
を
疲
労
を
た
め
な
い
こ
と
。
ま
た
人
間
の
体
も
新

品
自
動
車
と
古
自
動
車
の
差
と
同
じ
よ
う
に
、
古
く

な
る
に
つ
れ
故
障
が
多
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

自
分

の
体
力

に
あ
わ
せ
て
仕
事
を
し
、
ち

ょ

っ
と

の
故
障
で
も
早
日
早
日

に
治
療
し

て
大
き
な
故
障

に

な
ら
な

い
よ
う

に
し

て
、
で
き
る
だ
け
長
く
使
え
る

よ
う

に
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
自
分
の
体

は
自
分
が

一
番
よ
く

わ
か
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
分
で
自
分

の
健
康
管
理

に
努
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

次
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

高
橋
林
次
郎
殿

藤
田
　
滝
末
殿

藤
本
松
太
郎
殿

田
吉
之
助
殿
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随

こ
ど
も

の
美

し

さ
栗

田
　

信
雄

（松
山
一

四
月
某
日
、
城
山
を
下
り
て
い
る
と
小
学
二
年
の

男
の
子
が
栂
指
大
の
ス
カ
ン
ポ
を
さ
し
出
し
て

「
お
じ
い
さ
ん
こ
れ
食
べ
ん
と
」
と
い
う

「
そ
ん
な
も
の
食
べ
た
ら
腹
が
痛
う
な
る
ぞ

一

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
、
塩
を

つ
け
て
食
べ
た
ら
ど
う

も
な
い
。
僕
も
い
ん
で
塩
を

つ
け
て
食
べ
る
ん
よ

一

「
そ
う
か
い
、
そ
れ
な
ら
せ

っ
か
く
だ
か
ら
も
ら

っ

て
帰

っ
て
、
塩
を

つ
け
て
食
べ
て
み
よ
う
か
」

「
そ
う
、
そ
れ
な
ら
こ
れ
」
と
い
か
に
も
満
足
し
た

よ
う
に
、
う
れ
し
げ
に
手
渡
し
て
く
れ
る
。

ま
た

つ
れ
の

一
人
は

「
僕
は
お
ば
あ
さ
ん
が
餅
を
こ
し
ら
え
る
の
で
葉
を

と

っ
て
い
ん
で
あ
げ
る
ん
よ

一
と
サ
ン
キ
ラ
イ
の
葉

十
枚
ほ
ど
を
い
か
に
も
大
事
そ
う
に
持

っ
て
い
る
。

や
が
て
二
人
は
駆
け
下
り
交
通
止
め
の
針
金
の
下

を
く
ぐ
り
ぬ
け
た
と
こ
ろ
で
ふ
り
む
き

「
お
じ
い
さ
ん
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
声
高
ら
か
に
さ

け
び
手
を
ふ
り
な
が
ら
去
る
ｃ

わ
た
く
し
は
そ
の
な
ん
で
も
な
い
よ
う
な
Ｔ二
人
の

行
動
に
心
を
・う
た
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
表

現
し
て
よ
い
か
、
心
余
り
て
こ
と
ば
足
ら
ず
で
あ
る

が
、
あ
え
て
云
え
ば
、
天
然
の
美
、
は
だ
か
の
美
、

と
で
も
い
え
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
純
真
で

す
な
お
で
、
な
に
の
飾
り
も
な
い
こ
ど
も

の
体
内
か

ら
発
散
さ
れ
る
美

の
極
致
と

い

っ
て
も
け

っ
し
て
い

い
す
ぎ
で
は
な

い
と
思
う

の
で
あ
る
。

そ
の
ス
カ

ン
ポ
は
花
瓶

の
中
で
す
く
す
く
と
伸
ん

ぃて
行
く
。古

稀

ま

で
田
中

　
義
隆

（松
山
）

劇
作
家
の
中
野
実
氏
は
、
自
作
の

「明
日
の
幸
福
」

演
出
手
直
し
の
た
め
、
初
日
の
新
橋
演
舞
場

へ
上
き

げ
ん
で
出
か
け
て
観
劇
中
、
突
然
倒
れ
た
。
体
を
支

え
る
人
の
腕
の
中
で
い
び
き
を
か
き
、
医
者
が
き
た

と
き
は
も
う
人
事
不
省
だ

っ
た
と
い
う
。

（永
井
竜

男
氏
著

「
身
辺
す
ご
ろ
く
」
所
載
）

こ
れ
は
う
ら
や
ま
し
い
が
、
無
職
の
身
に
は
ま
ね

ら
れ
な
い
。
そ
負
て
晩
酌
で
酔

っ
て
寝
て
、
そ
の
ま

ま
す
う

っ
と
逝
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ぞ
よ
か
ろ

う
。
金
の
切
れ
目
が
命
の
切
れ
目
だ
か
ら
、
長
患
い

を
し
て
金
の
苦
労
を
見
た
く
な
い
。

電
友
会
事
務
室
で
玉
川
さ
ん
と
雑
談
し
て
い
て
、

安
楽
死
が
で
き
る
な
ら
長
生
き
し
な
く
て
も
よ
い
、

と
口
が
す
べ
っ
た
。
す
る
と
玉
川
さ
ん
は
、

「
七
十

か
ら
年
金
が
上
が
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
生
き
て
お
ら

ぬ
と
損
で
す
よ
」
と
、
ま
じ
め
に
注
意
し
て
く
だ
さ

っ
た
。

「
で
は

つ
い
で
に
、
愛
媛
電
友
会
か
ら
古
稀
の
お

祝
い
を
頂
戴
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
っ
て
大
笑
い
を

し
た
。
古
稀
ま
で
、
ま
だ
五
年
あ
る
。

松
山
城
を
訪
ね

て
　
い

窪

田
　
　
一浮

（松
山
）

松
山
城
の
東
側
（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
側
）
は
、
築
城
当

初
か
ら
藩
の
重
臣
が
居
住
し
て
い
た
。
慶
長
の
昔
、
こ

）の
城
を
築
い
た
加
藤
嘉
明
は

「
東
郭
」
に
重
臣
河
村

権
七
を
住
ま
わ
せ
、
蒲
生
忠
知
の
と
き
に
は
老
臣
本

山
豊
前
、
松
平
氏
に
な

っ
て
か
ら
は
、
は
じ
め
奥
平

氏
、　
つ
づ
い
て
水
野
氏
な
ど
家
老
の
邸
宅
と
な
っ
た
。

東
雲
学
園
の
敷
地
は

「
東
郭
」
の
跡
だ

っ
た
わ
け
で

あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
方
面
に
城
主
が
通
行
す

る
正
規
の
通
路
が
あ

っ
た
は
ず
は
な
い
。

さ
て
城
主
が
日
常
の
生
活
を
営
ん
だ
の
は
城
西
の

「
二
の
丸
」
で
あ
り

「
三
の
丸
」
で
あ

っ
た
。
い
ま

だ
に
お
殿
様
が
天
守
閣
に
住
ん
で
い
た
よ
う
に
思

っ

て
い
る
人
も
あ
る
が
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
ん
な
不
便
な
こ
と
が
ぃて
き
る
わ
け
が
な
い
。
　
コ
一

の
丸
」
の
跡
は
現
在
の
城
東
中
学
で
あ
る
。
そ
れ
は

と
も
か
く
と
し
て

「
二
の
丸
」
に
接
続
す
る
の
が
城

の
内
の

「
三
の
丸
」
で
あ

っ
た
。
こ
の

一
郭
に

「
三

の
丸
邸
」
が
新
築
さ
れ
た
の
は
貞
享
四
年
、
松
平
定

直

（
四
代
藩
主
）
の
と
き
で
、
藩
主
の
屋
敷
と
な

っ

た
。
国
立
松
山
病
院
の
敷
地
が
そ
の
跡
で
あ
る
。
堀

の
内
の
他
所
は
そ
れ
ぞ
れ
中
堅
家
臣
団
の
屋
敷
に
割

り
当
て
ら
れ
て
い
た
。

「
三
の
丸
」
か
ら
城
下
に
出
る
の
は
堀
之
内
の
北

門
を
経
て

「
札
の
辻
」
を
通
過
す
る
。
因
み
に

「
札

の
辻
」
の
こ
と
に
つ
い
て

「
三
の
丸
、
城
の
成
亥
の

角
に
制
札
場
あ
り
、
札
の
辻
と
い
う
。
諸
方
道
法
是

よ
り
定
む
る
也
」
と
記
録
に
あ
る
。

◎
土
州
高
知

へ
、
陸
路
二
五
里
半
二
八
間

（約
九

九
、
二
〇
八
Ｋ
Ｍ
）

◎
阿
州
徳
島

へ
、
陸
路
四
五
里
二
町
三
七
間

（約

一
七
七
、
○
○
Ｏ
Ｋ
Ｍ
）
船
路
七
四
里
半
六
町

（約
二
九
二
、
二

一
六
Ｋ
Ｍ
）

◎
讃
州
高
松

へ
、
陸
路
三
七
里
半

一
〇
町

一
五
間

（約

一
四
八
、
三
九
〇
Ｋ
Ｍ
）
船
路
四
〇
里
半

一
二
町

（約

一
六
〇
、
三
五
二
Ｋ
Ｍ
）
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な
ど
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
　
札
の

辻
」
が
松
山
か
ら
各
方
面
に
向
う
起
点
だ

っ
た
こ
と

が
判
る
。

つ
ま
り

「
札
の
辻
」
か
ら
堀
の
内
の
北
門

に
入
り

「
三
の
丸

一

「
二
の
丸
」
を
結
ん
で
さ
ら
に

「
本
丸
」
を
目
指
す
方
角
に
松
山
域
の
正
規
の
通
路

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
現
在
県
議
会

議
事
堂
と
県
警
本
部
の
間
を
北
に
向

っ
て
通
り
抜
け

る
道
が
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
道
は
県
警
本
部
の
敷

地
も
含
め
て

「
こ
の
丸
」
を
囲
む
内
濠
だ

っ
た
。
だ

か
ら
城
東
中
学
の
石
垣
は
直
下
が
深
い
濠
と
な

っ
て

を
り
　
亀
の
渕
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
ｃ（

つ
つ
′ヽ
）ヽ

蝦

夷

の

旅

四

藤

田
　
基
孝

（松
山
）

旅
に
出
て
か
ら
半
月
は
過
ぎ
た
。
北
見
の
国
川
湯

の
宿
で
蝸
の
声
に
目
覚
め
、
団
体
客
の
出
た
あ
と
美

幌
行

の
バ

ス
に
乗

る
。
屈
斜
路
湖
畔

の
砂
湯
と
和
琴

で
少
憩
後
、
霧
深
き
原
生
林
を
蛇
行
し
て
美
幌
峠

に

着
く
。
眼
下

に
全
容
を
見
せ
る
屈
斜
路
湖
は
欝
蒼
と

繁
る
丸
き
中
島
を
湖

の
中
央

Ｌ
キ
ベ
初
夏

の
光

に
静

も
る
。
民
族
衣
装
を
着
飾
り
し

ア
イ

ヌ

一
家
は
峠

の

客

に
媚
び

つ
つ
被
写
体
と
な
り
て
銭
儲
け
を
し

て
居

る
が
私
は
只
で

二
、
三
枚
撮

っ
た
。

峠

の
山

に
咲
く

チ
シ

マ
フ
ウ

ロ
ウ
、
ミ
ヤ

マ
オ
ダ

マ
キ
等

の
中

に
暫
く
遊
び

て
下
山
し
、
白
樺
林
を

一

直
線

に
過
ぎ

て
、

エ
ゾ
イ

ソ
ツ
ツ
ジ
が
白

々
と
咲
く

硫
黄
山

に
着
く
。
向
髪

の
ア
イ

ヌ
翁

の
売
る
硫
黄
山

の
噴
気
で
苑
で
し
卵
を
貪
り
食

い
摩
周
湖

に
向
う
。

二
百

メ
ー
ト

ル
も

の
高
き
絶
壁

に
囲
ま
れ
人
を
寄

せ

つ
け
な
い
摩
周
湖
は
藍
色

の
湖
面

に
豆
粒

の
様
な

神
居
島
を

一
っ
浮

べ
る
の
み
で
余
り

に
も
凄
く
寂
し

き
湖
で
あ
る
。
屋
台
で
買

っ
た
焼
烏
賊
を
噛
り
夕
刻

】

弟
子
屈
の
保
養
所
に
寛
ぎ
、
鮭
鰊
の
焼
物
、
烏
賊
の

刺
身
で
老
身
を
養
い
、
静
か
な
街
に
も
出
て
見
る
。

翌
十
八
日
は

マ
リ
モ
の
沈
む
阿
寒
湖
に
遊
び
、
道

端
に
咲
く
リ
ラ
の
花
を
愛
で

つ
つ
釧
路
に
向
う
。
途

中
丹
頂
鶴
の
自
然
公
園
に
小
憩
、
大
楽
毛
と
い
う
面

白
き
名
の
町
を
過
ぎ
て
雨
の
釧
路
市
に
入
る
。

保
養
の
た
め
釧
路
職
員
ク
ラ
ブ
に
二
日
滞
在
し
、

二
十
日
の
朝
は
根
室
に
行
く
べ
く
鈍
行
に
乗
る
。
途

中
厚
岸
に
下
車
し
て
国
泰
寺
に
詣
り
、
先
住
民
族
の

遺
跡
で
あ
る
牡
蠣
島
を
探
る
。

此
の
日
折
り
悪
し
く
国
鉄
の
ス
ト
に
会
い
、
列
車

は
間
引
き
さ
れ
て
五
時
間
を
空
費
し
た
。
漸
く
着
い

た
根
室
の
街
は
既
に
夕
需
に
沈
み
、
駅
前
の
店
に
は

釜
か
ら
揚
げ
ら
れ
し
真
赤
な
花
咲
蟹
が
湯
気
を
立
て

て
匂

っ
て
居
た
。
食
堂
に
て
遅
き
夕
飩
を
済
ま
せ
て

か
ら
Ｙ
Ｈ
に
入
る
。

根
室
の
街
は
大
通
で
も
人
は
少
な
い
。
納
沙
布
岬

行
の
バ
ス
は

一
本
の
立
木
も
な
い
草
原
を
走
り
四
十

五
分
で
岬
に
着
く
。
白
き
灯
台
の
下
を
磯
に
降
り
て

私
は
そ
の
巌
頭
に
立

っ
た
．
足
元
の
岩
盤
に
白
く
書

か
れ
し

「
北
方
領
上
を
返
せ
」
の
文
字
は
私
の
心
を

痛
く
打

っ
た
が
、
そ
の
文
字
も
既
に
薄
れ
、
過
ぎ
し

三
十
年
の
空
白
が
ひ
ど
く
哀
れ
に
思
わ
れ
た
。

双
眼
鏡
に
う

つ
る
北
方
領
上
の
島
々
は
水
平
線
上

に
平
ら
に
並
び
霞
ん
で
見
え
る
。
最
も
近
い
の
が
水

晶
島
、
そ
の
向
う
に
志
発
島
あ
り
、
両
島
共
高
き
鉄

塔
の
あ
る
の
は
ソ
連
の
監
視
処
で
あ
ろ
う
か
ｃ

肉
眼
で
見
え
る
貝
殻
灯
台
周
辺
に
は
日
本
の
漁
船

が
黒
胡
麻
の
様
に
群
り
て
居
り
、
あ
れ
よ
り
先

へ
漁

に
行
け
ぬ
の
か
と
思
え
ば
、
漁
師
な
ら
ず
と
も
心
の

底
に
煮
え
演
る
悠
り
を
覚
え
、
敗
戦
日
本
の
哀
れ
さ

が
泌
々
と
感
じ
ら
れ
、
不
覚
に
も
出
し
涙
を
そ
っ
と

拭
う
安
て
あ

っ
た
。
　
　

　
　

　
　

（
？
づ
く
）

投
稿
規
定

一　

会
員
消
息
　
四
〇
〇
字
以
内

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
　
五
首
又
は
五
句
以
内

〓
一　
随
筆
、
随
想
　
上ハ
○
○
字
以
内

原
稿
締
切
　
　
八
月

一
〇
日

原
稿
の
取
扱
に
つ
い
て
は
お
任
せ
ね
が
い
ま
す
ｃ

編
　
集
　
後

　
記

△
速
報
の
と
お
り
五
十
二
年
度

の
年
金
改
訂
は
五
月

二
十
七
日
参
議
院
本
会
議
で
政
府
案
通
り
通
過
成
立

し
ま
し
た
。
支
給
事
務
は
六
月
支
給
期
に
間
に
合
わ

ず
九
月
支
給
で
精
算
さ
れ
る

こ
と

に
な
る
見
込
で

す
。
恩
給

・
共
済
年
金
の
改
訂
実
施
時
期

の
四
月
実

現
は

一
応
達
成
し
ま
し
た
も
の
の
、
現
職
公
務
員
等

の
給
与
改
訂
に
比
べ
る
と
な
お

一
年
の
遅
れ
が
あ
り
、

こ
れ
を
な
ん
と
か
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

，
ｃ

△
次
号
会
報
は
秋
深
ま
る
十
月

一
日
の
発
行
を
予
・定

し
て
お
り
ま
す
。
秋
草

に
鳴
く
虫
の
声
の
風
情
も
ま

た

一
入
で
す
。
秋
の
香
り
の
た
だ
よ
う
原
一稿
を
お
待

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま

ず
、

△
愛
媛
電
友
会
の
事
務
を
毛
利
さ
ん
に
替
り
青
野
栄

さ
ん
が
手
伝
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
ど
ち
ら
か

一
人
は
い
つ
も
事
務
所
に
居
り
ま
す
じ

お
気
軽
に
お
立
寄
り
下
さ
い
。
　

　

（Ｔ
川
記
一

電
友
会
四
国
連
合
会
会
報
　
　
第

一
九
号

昭
和
五
二
年
七
月

一
日
発
行

編

集

発

行
　
　
　
電
友
会
四
国
連
合
会

事

　
　
務

　

　

局

松
山
市

一
番
町
四
丁
目

（〒
七
九
〇
）

四
国
電
気
通
信
局
内

電
話
（〇
八
九
九
Ｙ
壬
ハ
ー
ニ
〇
二
三

印
　
刷
　
　
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社
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